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立て方について



バージョンアップ作業のマイルストーン
本書の範囲は下記における「計画」の部分です。
各マイルストーンのステップは必要に応じて並行して進めます。
ただし、計画と検証が完了してから実施と運用に入ることを強く推奨します。

計画
安全なバージョンアップの

ための計画を立案

• バージョンアップの動機を確認

• システム要件を確認

• バージョンを決定

• バージョンアップの戦略を策定

• 具体的なタイムラインを計画

• ユーザーへの案内を準備

検証
バージョンアップ後に発生の

可能性がある問題を予測

• 検証環境の構築

• バージョンアップ手順書と切り戻し

手順書の準備

• 構築した環境で検証を実施

• 見つかった問題について、解消方法

と適用手順を準備

実施
計画に基き、各コンポーネン

トをバージョンアップ

• ユーザーへの案内を実施

• Orchestrator をバージョンアップ

• Robot を段階的にバージョンアップ

• Studio を段階的にバージョンアップ

• プロセスプロジェクトのマイグレー

ションを開始

運用
問題が生じたらすみやかに

解決し、安定稼働へ

• 検証時に発見できなかった問題が生

じたら、早急に調査・解決

• 解決が困難な場合には、環境の切り

戻しを検討・実施

• 各プロセスの安定稼働を確認

• プロセスプロジェクトのマイグレー

ションを完了

例：

* : 各マイルストーンに必要な期間は、プロジェクトの規模などの条件によって異なります。
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バージョンアップ先のバージョン選定
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製品バージョンの選定

様々な要件を考慮し、どの製品バージョンにあげるか選択します。

確認対象 確認ポイント 例と説明

バージョンアップの動機 業務要件 • 例: ガバナンス・監査機能の強化 (Orchestrator)
• 例: デバッグ機能の強化 (Studio) 

システム要件 • 例: ログ出力キャパシティの強化 (Orchestrator)
• 例: セキュリティ向上 (Orchestrator/Studio)

各バージョンのサポートモデル プロダクトサポート終了日 (続くページで説明)

各バージョンのリリースノート 互換性マトリックス (続くページで説明)

新機能 導入のメリットと併せて、その副作用、運用手順やロール設定へ
の影響等も評価

既知の問題 自動化対象のアプリケーションや、既存プロセスで使用中のアク
ティビティへの影響を評価

各バージョンのユーザーガイド ハードウェア要件 以前のバージョンから変更されている場合があるので注意が必要

ソフトウェア要件

.NET framework のバージョン
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UiPath 製品のプロダクトライフサイクル

• サポートモデルは、LTS と FTS

• LTS: Long Term Support - 安定した動作とより長いサポート期間 (v2019.10.x, v2020.10.x)

• FTS: Fast Track Support - 最新の機能 (v2020.4.x)

• 有力な選択肢は、最新の LTS 版か最新の FTS 版のいずれか

• サポート終了が近い、もしくは既にサポートが終了しているバージョンは避ける

• 詳細は、UiPath のプロダクトライフサイクルを参照

https://www.uipath.com/ja/legal/trust-and-security/legal-support/product-lifecycle

• なお、2020年は4月に FTS (v2020.4.x) を、10月に LTS (v2020.10.x) をリリース

UiPath 製品のリリース頻度とサポートポリシーの把握が、より組織に適切なバ
ージョンを選択するために必要です。
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互換性マトリックス

Studio/Robot と Orchestrator の組み合わせ可能なバージョンも考慮する
必要があります。

• 同じ Orchestratorに複数バージョンのStudio/Robot
を同時に接続しても問題はないが、全てを同じバー
ジョンに揃えることが推奨される

• 同じ端末に、違うバージョンの Studio と Robot を
インストールすることはできない

• Robot と Studio を別の端末にインストールする場合
は、同じバージョンとする必要はないが、Robot の
バージョンは Studio と同じか新しくする必要がある
(後述)

* : 表中の注釈と最新の互換性マトリックスについては、下記をご確認下さい。

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/about-backward-and-forward-compatibility
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利用可能になるバージョンの新機能は、Orchestrator と Studio/Robot のバー
ジョンの組み合わせに依存します。
必要な機能が利用可能となるように、バージョンアップをご計画下さい。

組合せによる制限
Orchestrator

最新版 旧バージョン

Studio
/Robot

最新版
最新版の全ての新機能が利用可能と
なります。

Orchestrator のバージョンに依存し
ない Studio/Robot の新機能のみが
利用可能となります。

旧バージョン
Studio/Robot のバージョンに依存
しない Orchestrator の新機能のみ
が利用可能となります。

新機能はご利用頂けません。

Orchestrator と Studio/Robot の組み合わせ

* : 各バージョンの新機能の詳細に関する包括的なリストについては、各バージョンのリリースノートをご参照下さい。
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新バージョンの Studio で作成したプロセスを旧バージョンの Robot で実行す
ることはサポート対象外です。このため、RobotのバージョンはStudioと同じ
か新しくする必要があります。

プロセスを

実行する Robot のバージョン

新バージョン 旧バージョン

作成した
Studioの
バージョン

新バージョン サポート対象 サポート対象外

旧バージョン サポート対象 サポート対象

Robot と Studio の組み合わせ
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バージョンアップの経路
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バージョンアップの経路

Orchestrator/Robot について、現在使用中のバージョンと、バージョンアッ
プ後のバージョンを確認し、どのような経路でバージョンアップすべきかを検
討します。

• 一般に、安全なバージョンアップの順序は
Orchestrator → Robot → Studio となる。
(バージョンアップ作業中に、未サポートの組み合わ
せ を経由しないようにするため。 を経由しな
い経路となっていれば、上記順とする必要はない。)

• 複数バージョンの Studio/Robot を同時に単一の
Orchestrator に接続可能なので、これらを全て同
時にバージョンアップする必要はない。

• 別端末の Robot と Studio については、前述の通り
先に Robot のバージョンを上げる必要がある。

v2018.4 から v2020.10 に
バージョンアップするときの経路の例:
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Orchestrator のバージョンアップ戦略

Orchestrator のバージョンアップ手順の選択肢を示します。

選択肢 概要 Pros Cons

In-Place

現在稼働中の Orchestrator 
サーバーを直接バージョン
アップする。安全なバー
ジョンアップのために、検
証環境を構築してリハーサ
ルすることが推奨される。

• 運用環境と同スペックの追加の
サーバーマシンが不要

• 現在のサーバーマシンの構成や
データベースを自動で、新しい
バージョンのサーバー端末に直
接引き継げる

• 万が一問題が発生した場合に、バ
ージョン切り戻し作業が発生する
可能性がある

Parallel

現在稼働中の Orchestrator 
サーバーとは別のサーバー
に、ターゲットのバージョ
ンの Orchestrator を新規
インストールし、その後に
Robot の接続先を切り替え
ていく。

• 万が一問題が発生した場合にも
、業務影響を最小限に抑えるこ
とが可能

• 問題が発生しにくいと思われる
Robot 端末から、接続先のサー
バーマシンを段階的に切り替え
ていくことも可能

• データ移行が必要となるため、
バージョンアップの手順が煩雑と
なる

• 追加のサーバーマシンが必要とな
る
(ただしバージョンアップが完了し
て一定の期間経過後には、既存の
サーバーマシンを回収可能)
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選択肢 概要 Pros Cons

In-Place
(BigBang)

現在稼働中の複数の Studio/Robot 
端末を同時にバージョンアップする

• 追加の Studio/Robot 端末が不要
• 設定ファイルや、アクティビティ

パッケージファイル、ライセンス
の移行も不要

• バージョンアップ後に多くの問題
が同時に発生すると、対処が困難
となる

In-Place
(Phased)

現在稼働中の複数の Studio/Robot 
端末をいくつかのグループに分けて
、段階的にバージョンアップする

• バージョンアップ後に問題が発生
しても、対処が容易

• 対処できたら、この内容をまだバ
ージョンアップしていない端末へ
展開することにより、以後のバー
ジョンアップをよりスムーズに行
える

• 全ての端末のバージョンアップが
完了するまでに時間がかかる

Parallel

現在稼働中の複数の Studio/Robot 
端末とは別の端末に、ターゲットの
バージョンの Studio/Robot を新規
インストールし、少しずつ現在稼働
中の端末を切り替えていく

• 問題の対処が最も容易で安全な方
法。既存のバージョンの端末を残
しているため、問題が発生した場
合にフォールバックが容易

• バージョンアップ作業に、追加の
端末とライセンスが必要となるた
め、コストがかかる

• 設定ファイルや、アクティビティ
パッケージファイルや、ライセン
スの移行が必要となる

Studio/Robot のバージョンアップ手順の選択肢を示します。
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前述の互換性マトリックスも参照しながら、バージョンアップの順序を計画して下さい

バージョンアップ経路の例

前のスライドで示した手順を組み合わせて、具体的なバージョンアップの経路
を計画します。

例
OC の VerUp

作業
コスト

所要
期間

適正
規模

適用シナリオの例
ST/RT の VerUp

1

In-Place

小 短い 小規模

端末リソースが限られているため、OC は既存の端末を In-Place で直接バージョ
ンアップすることを選択。また、Studio/Robot 端末は台数が少なく、また稼働中
のプロセスも多くないため、Studio/Robot はすべての端末を In-Place で同時に
(BigBang) バージョンアップしても安全と評価。

In-Place 
(BigBang)

2

Parallel

中 長い 大規模

サーバー端末のリソースには余力があったので、OC は別の端末に新しいバージョ
ンを新規インストール。 また、Studio/Robot 端末では業務にクリティカルなプ
ロセスが多数稼働中のため、安全にバージョンアップできるように段階的
(Phased) なバージョンアップを選択。最初の週末で全台数の1/4を、次の週末で
次の1/4を、その次の週末で残り全ての1/2をバージョンアップする。このとき、
比較的止めておける業務プロセスを実行している端末から先にバージョンアップ
するように計画。バージョンアップ完了した端末から順次接続先の OC を切り替
えていく。

In-Place
(Phased)
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* : v2016.2 から v2018.4 にアップグレードする場合などでは、In-Place (Phased) を選択すると、バージョンアップ中にサポートさ

れない OC と Studio の組み合わせを経由することになるため、Parallel を選択することを推奨します。



バージョンアップ経路 例１のイメージ

前のスライドで示した例１を具現化したイメージを紹介します。
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Orchestrator

Robot

バージョンアップ前 バージョンアップ後

V2018.4

v2018.4 から v2020.10 にバージョンアップの例

V2018.4

v2020.10

v2020.10
業務影響のない時間帯(休日等)
にバージョンアップ作業を行う

バ
ー
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バージョンアップ経路 例２のイメージ

前のスライドで示した例２を具現化したイメージを紹介します。

Orchestrator

Robot

AS IS Phase 1

v2018.4

v2018.4 から v2020.10 にバージョンアップの例

v2018.4

…

v2018.4

v2018.4

…

v2020.10 v2018.4

v2018.4

…

v2020.10

v2018.4

…

v2020.10

v2020.10

…

Phase 2 Phase 3 Phase 4 Final Phase

v2020.10

v2018.4

…

v2020.10

v2018.4

…

v2020.10

…

新サーバー端末
にOC環境を構築

構築完了の新OC端末に一部
の Robot を接続切り替え

旧OC端末をバー
ジョンアップ

全台Robot端末の
接続切り替え完了

Robot端末を順次
バージョンアップ

全台バージョ
ンアップ完了 16



バージョンアップの準備
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バージョンアップに際して準備すべきポイント

バージョンアップ後の製品へ円滑に移行できるように準備します。
下記の各項目について、続くスライドで例を示します。
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項目 対応例

既存プロセスの後方互換性問題へ
の準備と対処

バージョンアップ後に既存のプロセスが動作しなくなるリスクを評価
し、対応方法を検討・準備します。

ユーザーへの通知
ユーザーがバージョンアップ作業及び更新後の製品の使用で戸惑わな
いように、必要に応じて通知を行います。

その他の検証について
事前に確認しておくべきポイントを参考の上、必要に応じてお客様の
環境にて検証することを推奨致します。



既存プロセスの後方互換性問題への準備と対処

Robot のバージョンアップにより、まれに既存のプロセスが動かなくなる場合
があるため、その準備と対処を計画します。

バージョンアップ前に、影響のリスクを評価する

ワークフローを修正する
• 修正できたら、この内容をほかの端末で動作しているワークフローにも横展開
• 調査しても原因がすぐに分からないようなら、早めに端末の Robot バージョンを

切り戻す判断をする

端末の Robot バージョンを切り戻す

• 新バージョンの Robot をアンインストールし、旧バージョンの Robot をインス
トールして、プロセスが動作できる環境に戻す

• 問題調査を継続できるように、事象を再現できる Robot 端末を調査用途に残して
おくことが望ましい

影響を受けるプロセスがないか評価する
• バージョンアップ済みのテスト用端末を準備し、この環境でいくつかの代表的なプ

ロセスを実行してみる
• 万が一動かないものが見つかれば、修正方法を確認し、バージョンアップに備える

バージョンアップ後に、問題が発生した場合の選択肢
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ユーザーへの通知を準備

バージョンアップに係る内容で、ユーザーに通知する必要があるものを準備し
ます。

カテゴリ 項目 例

使用方法の変更 Studio • インストール/アクティベーション手順
• パブリッシュ手順
• Git との連携手順

Activity • 機能強化されたアクティビティの使用ガイドライン
• 新規追加されたアクティビティの使用ガイドライン

Robot • Assistant の新機能説明

Orchestrator の使用方法 • ログイン方法
• リアルタイム監視機能説明
• スクリーンショットの自動レコーディング使用方法

バージョンアップの
スケジュール

Orchestrator 端末の実施日 • Orchestrator のバージョンアップによりログイン方法や運用手順が変
化するため、予めユーザーにバージョンアップの実施日を連携

Studio/Robot 端末の実施日 • バージョンアップ後に何らかの問題が発生する可能性があるため、予め
ユーザーにバージョンアップの実施日を連携

• 端末によってバージョンアップの実施日が異なる場合は特に注意が必要

* : 新機能の使用方法については、UiPath のオンラインユーザーガイドに説明されているので、このリンクをユーザーにご提供頂くこ
とも選択肢となります。
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その他の検証について

観点の例 項目の例

ライセンスモデルについて • 製品のアクティベーションが意図通り実行可能かどうか検証・確認する。
• 製品のバージョンによって、利用可能なライセンスモデルが変更されている。
• v2018.3 から、Robot に対して Orchestrator からライセンスをオンラインで付与する

ことが可能となり、ローカルでのアクティベーションは不要となった。
• v2018.4 から、Studio に対しても Orchestrator からライセンスをオンラインで付与す

ることが可能となった。

Orchestrator ユーザーについて • ユーザーの追加/削除のオペレーションが意図通り実行可能かどうか検証・確認する。
• Orchestrator のユーザーを、Active Directory からインポートすることが可能となった。
• Windows ログインによるシングルサインオンが可能となった。この機能を有効にすると、

Orchestrator のログイン画面が自動でスキップされる。

ユーザーのロール設定 • オペレーションを意図通りに制御できるロール設定を検証・確認する。
• 製品のバージョンによって、利用可能なロール設定が追加・詳細化されている場合がある

ため、バージョンアップのたびに検証を実施する。

アクティビティフィードの設定 • ユーザーが使用するアクティビティの入手経路を適切に設計し、フィード設定に反映する。
• 製品のバージョンによって、既定のフィードが変更されている場合があるので、バージョ

ンアップのたびに検証を実施する。

事前に確認しておくべきポイントとしては以下のような例が挙げられます。
必要に応じて、お客様の環境にて検証することを推奨致します。

* : 上記のほか、運用手順を考慮しながら必要な項目について検証を実施し、バージョンアップ後の運用がスムーズになるようにします。
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プロセスプロジェクトのマイグレーション計画
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プロセスプロジェクトのマイグレーション (1/2)

プロセスプロジェクトのマイグレーションについて説明します。

• v2018.2 以前の Studio で作成された既存のプロセスプロジェクトを、v2018.3 以降の
Studio で初めて開く際には、マイグレーション実行を問われる。

• 続行を押下すると、マイグレーションが実行

され、以後マイグレーションは発生しない。

• キャンセルを押下すると、マイグレーションは

実行されず、その場合はプロジェクトは Studio

で開かれない。

• マイグレーションにより、このプロセスが参照するアクティビティのバージョンが固定され
る。これにより、複数のアクティビティバージョンを持つ Robot 端末で実行しても、より
安定した動作を期待できるようになる。

• まれにマイグレーション実行で失敗する場合があるが、この問題の殆どは project.json
ファイル中のアクティビティ依存情報をテキストエディタで修正することにより修正できる。

• なお、パブリッシュ済みの既存のプロセスパッケージは、マイグレーションと再パブリッ
シュをしなくてもそのままで新しいバージョンの Robot 上で実行可能である。
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v2018.3 以降に同梱の Core pkg は UIAutomation (UIAuto) と System に
分割されたため、これらを直接参照するようになります。
また全ての参照は、指定のバージョンを厳密に参照するようになります。

マイグレーション前のプロセスプロジェクト: マイグレーション後のプロセスプロジェクト:

Core pkg のバージョン ### 以上を参照

Excel pkg のバージョン ### 以上を参照

プロセス
プロジェクト

Mail pkg のバージョン ### 以上を参照

UIAuto pkg のバージョン ### を厳密に参照

Excel pkg のバージョン ### を厳密に参照

Mail pkg のバージョン ### を厳密に参照

System pkg のバージョン ### を厳密に参照

プロセス
プロジェクト

* : マイグレーション後は、指定のバージョンのアクティビティがないと動作できなくなるその代わりに、製品バージョンアップに伴う
アクティビティ更新による予期しない動作を避けられるようになります。

・・・ ・・・
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プロセスプロジェクトのマイグレーション (2/2)



既存のプロセスプロジェクトをマイグレーションするタイミングを計画します。

マイグレー
ションを

概要 Pros Cons

先送り 旧 Studio でパブリッシュした
既存のプロセスパッケージをそ
のまま運用し、プロセスの修正
が必要となってから当該のプロ
ジェクトを Studio で開いてマ
イグレーション

• すぐにはコストがかか
らない

• 緊急に未マイグレーションのプロセスを修正する必要
が生じたとき、万が一マイグレーションに失敗すると
すぐに修正に着手できない

• 未マイグレーションのプロセスパッケージは、これを
実行する Robot 端末でのアクティビティパッケージ配
置状況によっては挙動が変わってしまうリスクがある

すぐに実施 新 Studio ですぐにマイグレー
ションとパブリッシュを実施し
、生成されたプロセスパッケー
ジを運用

• プロセスをすぐに
Studio で編集できる
状態に準備できる

• 再パブリッシュが完了するまで、このプロセスを運用
できない
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• 全ての既存プロセスプロジェクトは、可能な限り早くマイグレーションすることを推奨します。

• 全てのプロセスプロジェクトを同一のタイミングでマイグレーションする必要はありません。
計画を立てマイグレーションを進めて下さい。

マイグレーションを実施するタイミングについて



guy@uipath.com
Thank you!


